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先週金曜日、PTA の第１回引継ぎ会がありました。令和３年度の役員の

方、令和４年度の役員の方、お忙しい中、ありがとうございました。早い
もので、もう引継ぎの時期なのですね。ここ２年、この新型コロナウイル
ス感染症にＰＴＡ活動も難しい運営を迫られました。令和３年度の PTA 役
員の皆様には、PTA総会、参観日、子育てセミナー（講演会等）、中番フェ
スティバル（豚汁）、マラソン大会（走路安全員）、エコ回収等、PTA 活動
を行う上で、その判断については、ご苦労も多かったのではないかと思い
ます。本当に一年間、ありがとうございました。まだまだ先行きは不透明
な状況ですが、令和４年度に向けてお力添えをいただきますようよろしく
お願い申し上げます。また、令和 4年度の PTA 役員様には、この中番小学
校 PTA 活動を担っていただくことになります。大変な状況にはかわりなく、
役員の皆様には大変なご苦労をおかけしますが、何卒、中番小学校に暖か
いご理解とご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
さて、本日、学校の方でも引継ぎ会がありました。令和３年度児童会役

員から令和４年度の児童会役員会への引継ぎ会です。令和３年度の児童会
役員(運営委員会、情報委員会、健康委員会、環境員会)となかよし班リー
ダーの言葉がありました。それぞれに今年一年間、自分自身が取り組んだ
こと、目標について、振り返っていました。このように組織、あるいは集
団のトップになるということは、自覚と責任が伴います。児童会として、
自分達にとって何が必要なのか、全校生にどのように働きかけるのか、委
員会をどのように運営していくのか、よく、「みんなをまとめる」というこ
とを言いますが、人をまとめていくことはそう容易いものではありません。

上手くいくときは少なく、上手くいかないときの方が多いかもしれません。
しかし、自分が何らかの組織のトップであれば、最善を尽くすということ
になります。６年生の子供達は自分のアイデアを総動員し、工夫を凝らし、
精一杯取り組んでくれたものと思います。一年間、お疲れ様でした。そし
て、よく頑張りました。ありがとう。さあ、今度は５年生の番です。それ
を引き継ぐ者としての立場です。今日、６年生から、中番小学校児童会旗
を受け取りました。先日の児童会選挙を経て新生児童会が立ち上がりまし
た。５年生が描く令和４年度中番小学校児童会はどのようなものなのでし
ょうか。大変楽しみです。５年生の子供達は、不安を抱えているかもしれ
ませんね。一体、何を、どうしたらいいのか、分からない。そんな感じか
もしれませんね。多分、始めは手探り状態だと思います。しかし、何事も
経験です。「経験は、必ず力になる」そう思います。この３学期は、新学期
への準備期間です。新児童会としての大きな初仕事、6年生を送る会がこの
週末にあります。私も５年生を担当した時、５年生の子供達が大変緊張し
ていたのを思い出します。何を？どうすれば？まるで？だらけでした。で
も、子供達は一生懸命に頑張っていました。自分で考え、よいと思ったこ
と、こうしたいと思ったことを行動する、このことが大切です。５年生に
は、６年生を送る会を通して、一つ階段を昇って欲しいと思っています。 
新型コロナウイルス感染症については、厳しい状況が続いています。気

候は、寒暖差が激しく体調を崩しやすい状況です。子供達にとっては、水
分補給、十分な睡眠、栄養バランスの摂れた食事、適度な運動、排便、起
床時刻の規則化等、基本的な生活リズムが大切です。また、感染症対策で
は、「恐れず、正しく、適切に」対応し、感染症対策（朝の検温、マスクの
着用、手洗い、手指の消毒、３密回避等）を徹底します。3学期もあと一カ
月となりました。児童の健康、安全について、保護者の皆様のご理解とご
支援、ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。中番小学校は、子供達、
保護者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

令和４年度へ。児童会引継ぎ会、PTA引継ぎ会を実施。 

－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


